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◆部門／プリントの部、データ応募の部
◆テーマ／
 【幼児～小学３年生】 
 「ぼくの・わたしのすきなもの」 
 【小学４年生～中学生、高校生】
 「生活のある風景」
◆応募方法／
　【プリント応募】必要事項を記入した応募票を写
真の裏に貼り、生涯学習課に郵送するか、生涯学
習課または各公民館に直接提出してください。

※フレームに入れたり、台紙に貼ったりせずに応募してく
ださい。

 【データ応募】応募票の内容を記載し、メール送信
※応募票は各公民館に用意しているほか、市ホームページ
（http://www.city.daisen.akita.jp/）からダウンロードする
こともできます。
◆応募規格／１年以内（平成27年７月15日以降）に撮
影された未発表のもので、一人２作品まで。カラ
ー・モノクロどちらでも可

※応募は一部門のみ。両部門への応募は不可
 【プリント応募の部】２L判（127mm×178mm）でプリン
トしたもの
 【データ応募の部】400万画素以上で、JPEG形式
のもの
◆応募期限／８月31日（水）
※郵送の場合、当日消印有効
◆賞／特賞、金賞、銀賞、銅賞
◆副賞／
 【特賞】コンパクトデジタルカメラと作品のA４
プリント

  【金賞】作品のA４プリント
◆作品展示期間／10月14日（金）から16日（日）まで
◆時間／午前９時～午後４時（最終日は午後３時まで）
◆会場／大曲交流センター

こども
フォトコンテスト

【問い合わせ・応募】 生涯学習課 ☎0187-63-1111 内線339　〒014-0062 大曲上栄町2-16　　kyouiku-syo@city.daisen.akita.jp

こ
ど
も
た
ち
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
え
る
世
界

ど
ん
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

2016
作品募集



「大曲の花火」開催に合わせ
「旧池田氏庭園」

夏季一般公開
【問い合わせ】
○月曜から金曜  文化財保護課 ☎0187-63-8972
○土・日、祝日  大仙市観光情報センター ☎ 0187-86-0888

「
大
曲
の
花
火
」
開
催
に
合

わ
せ
、
旧
池
田
氏
庭
園

の
夏
季
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

◆
期
間
／
８
月
26
日（
金
）か
ら
28

日（
日
）ま
で

◆
開
園
時
間
／

 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

 
（
最
終
入
場
は
午
後
３
時
30
分
）

※
大
曲
の
花
火
当
日
の
８
月
27
日
（
土
）

は
午
後
１
時
に
閉
園
し
ま
す
。

 

（
最
終
入
場
は
正
午
）

◆
入
園
料
／
３
２
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

※
庭
園
正
門
前
案
内
所「
巨お

お

洲し
ま

館か
ん

」で
入

園
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
見
学
方
法
／
自
由
見
学
で
す

が
、
希
望
す
る
方
に
は
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。

 

定
時
発
の
無
料
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

 

【
個
人
向
け
】

 

８
月
26
日（
金
）

 

午
前
10
時
、午
後
２
時
30
分

 

８
月
27
日（
土
）

 

午
前
９
時
、10
時

　
８
月
28
日（
日
）

 

午
前
９
時
、10
時
、11
時
、
午
後

１
時
30
分
、２
時
30
分

 

【
団
体
向
け
】

　

８
月
26
日（
金
）・28
日（
日
）

 

午
前
10
時
、11
時
、午
後
１
時
30
分

※
団
体
の
場
合
は
、
見
学
日
の
３
日
前

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
駐
車
場
／
旧
池
田
氏
庭
園
正
門

前（
21
台
）、せ
ん
ぼ
く
ち
び
っ
こ

ら
ん
ど
わ
か
ば
園
臨
時
駐
車
場

（
80
台
）

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　
庭
園
の
公
開
期
間
中
に
庭
園
内

で
音
楽
演
奏（
庭
園
の
雰
囲
気
に
合
う

ジ
ャ
ン
ル
に
限
る
）を
し
た
い
、清
掃

活
動
を
し
た
い
な
ど
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。希
望
す
る
方

は
、
お
気
軽
に
文
化
財
保
護
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
予
告
】

秋
季
一
般
公
開
は
10
月
８
日（
土
）

か
ら
11
月
６
日（
日
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。詳
細
は
、今
後
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

深い緑に囲まれた庭園をご覧ください。
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【問い合わせ】
 下記参照

長寿おめでとうございます

大仙市敬老会を開催します

地域 地区 日時 会場

大曲

大曲 ９月５日（月）午前11時～
大曲エンパイヤホテル

花館 ９月14日（水）午前10時 30分～
内小友 ９月13日（火）午前10時 45分～

山の手ホテル
大川西根 ９月２日（金）午前10時30分～
藤木 ９月14日（水）午前11時～

フォーシーズン四ツ屋 ９月６日（火）午前11時～
角間川 ９月15日（木）午前10時 30分～

神岡 全地区 ９月５日（月）午前11時～

西仙北ぬく森温泉ユメリア
西仙北

大沢郷
強首 ９月14日（水）午前10時 30分～

刈和野
土川 ９月15日（木）午前10時 30分～

中仙 全地区 ９月13日（火）午前11時～ 八乙女交流センター
協和 全地区 ９月６日（火）午前10時 30分～ 西仙北ぬく森温泉ユメリア
南外 全地区 ９月６日（火）午前10時 50分～

大曲エンパイヤホテル仙北 全地区 ９月13日（火）午前10時30分～
太田 全地区 ９月２日（金）午前10時 15分～

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

高
齢
者
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
市
で

は
左
表
の
日
程
で
敬
老
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
対
象
／
76
歳
以
上
の
方（
昭
和
16

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
案
内
状
を
送

付
、ま
た
は
お
届
け
し
ま
す
。

※
80
歳
の
方
に
は
傘
寿
記
念
品
を
、
88

歳
の
方
に
は
長
寿
祝
金
を
そ
れ
ぞ
れ

贈
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

○
大
曲
地
域
の
方

 

各
地
区
公
民
館
（
大
曲
地
区
は

社
会
福
祉
課 

☎
０
１
８
７
（
63
）

１
１
１
１ 

内
線
１
７
４
）

○
大
曲
地
域
以
外
の
方

 

お
住
ま
い
の
地
域
の
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

各地域の敬老会日程



大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

受講者募集

受講者募集
大
仙
市
農
業
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修

の
研
修
生
募
集

　

県
の
農
業
試
験
場
な
ど
で
農

業
を
学
ぶ
農
業
研
修
生
を
募
集

し
ま
す
。新
た
に
就
農
し
た
い

方
や
新
し
い
作
物
に
挑
戦
し
た

い
既
就
農
者
の
た
め
の
研
修
で

す
。研
修
内
容
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
資
格
／
市
内
在
住
の
45

歳
未
満
の
方

◆
研
修
期
間
／
平
成
29
年
４
月

か
ら
平
成
31
年
３
月

◆
コ
ー
ス
／
作
物
、
野
菜
、
花

き
、
果
樹
、
肉
用
牛
、
酪
農
の

う
ち
一
つ
を
選
択

◆
研
修
奨
励
金
／

 

月
額
７
万
５
千
円（
予
定
）

◆
申
込
期
限
／
10
月
14
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

農
業
振
興
課 

内
線
２
４
７

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン

タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
86
）９
１
１
１

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

り
、支
援
す
る〝
応
援
者
〞で
す
。

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
気

持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
す

る
こ
と
や
、
地
域
な
ど
で
認
知

症
に
関
す
る
知
識
を
伝
え
、
で

き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
こ

と
が
主
な
活
動
で
す
。

　

市
内
で
は
、
４
０
９
０
人
（
３

月
末
現
在
）
の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
ず

は
認
知
症
を
学
び
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
方
で
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
方

◆
日
時
／
９
月
３
日（
土
）

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン

パ
ル
）

◆
定
員
／
30
人

◆
受
講
料
／
無
料

※
講
座
を
修
了
し
た
方
に
は
、
認
知

症
の
方
を
支
援
す
る
目
印
と
し
て

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
進
呈

◆
申
込
期
限
／
８
月
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室
東
部

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部
）

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

よ
う
こ
そ
大
仙
市
へ

新
任
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
紹
介

　

外
国
語
教
育
と
国
際
交
流
促

進
の
た
め
、
新
た
に
配
置
さ
れ

た
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
紹
介
し
ま
す
。

 

タ
ン
・
タ
ミ
ー
ト
レ
イ
シ
ー
・

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
さ
ん

 

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身
）

 

ゼ
マ
ン
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ロ
バ

ー
ト
さ
ん

 

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

担当校／協和中、西仙
北中、協和小、西仙北小

担当校／平和中、大曲
中、神岡小

○屋外、屋内に関わら
ず、こまめに少量ず
つ水分（塩分や糖分を
含むスポーツドリンク
など）を補給する
○外出の際は、帽子や
日傘で直射日光を
さえぎる

熱中症予防を
夏本番！！

請求をお忘れなく
第十回特別弔慰金

　市では、特別弔慰金の支給
条件を満たしていると思われ
る遺族の方に「お知らせ」を送
付しています。請求が済んで
いない方は、お早めに請求し
てください。
◆持参するもの／マイナンバー
（個人番号）カード、同通知カー
ド、マイナンバー（個人番号）が
記載された住民票の写しのい
ずれかと印鑑
◆請求期限／平成30年４月２日
【問い合わせ】
 社会福祉課 内線175
 各支所市民サービス課

◆
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
し
て
い
る
方（
世
帯
）

①
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
高

齢
者
世
帯
、
ま
た
は
高
齢
者

単
身
世
帯

②
過
去
に
特
殊
詐
欺
の
被
害
や

不
審
電
話
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方

③
そ
の
他
、
特
に
貸
し
出
し
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
貸
出
期
間
／
設
置
か
ら
取
り

外
し
の
要
望
が
あ
る
ま
で

◆
利
用
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
請
】

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

特
殊
詐
欺
等
電
話
撃
退

装
置
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す

電話回線と固定電話の間に
接続する「振込め詐欺見張隊 
新117」

人　口 84,638 人 （-64）
　男 39,657 人 （-29）
　女 44,981 人 （-35）
世帯数 31,335 世帯 （+10）

人
口
増
減

内

　
　訳

出　生   39 人
死　亡   113 人
転　入   130 人
転　出   120 人

7/31現在

※(  ) 内は前月比
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農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地

を
貸
し
付
け
た
農
業
者
（
農
地
の

出
し
手
）へ
の
支
援
で
あ
る「
機
構

集
積
協
力
金
」
の
単
価
を
都
道

府
県
が
設
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、
県
が

平
成
28
年
度
の
交
付
単
価
（
秋
田

県
）を
定
め
ま
し
た
。詳
細
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

農
業
振
興
課 

内
線
２
５
９

 

各
支
所
農
林
建
設
課

「
平
成
28
年
度
機
構
集
積
協
力
金
」交
付
単
価
の
変
更

参加者募集

参加者募集

機構への貸付割合 新規集積農地 新規集積農地以外
２割超５割以下 15,000 円／10a 左記単価を上限に

地域へ残額を分配５割超８割以下 21,000 円／10a
８割超 27,000 円／10a

▶地域に対する支援
地域集積協力金／地域での話し合い（人・農地プラン）により、地域（集落・学校
区など外縁が明確な同一市町村内の区域）内にある農地の一定割合以上を機構
に貸し付けた場合、地域に交付されます。

▶農地の出し手に対する支援

機構への貸付面積 新規集積農地 新規集積農地以外 下限額 上限額
0.5ha 以下

35,000 円／10a 15,000 円／10a
12万円／戸 ̶

0.5ha 超２ha以下 20万円／戸 50万円／戸
２ha超 28万円／戸 70万円／戸

経営転換協力金／経営転換する農業者、リタイアする農業者、農地の相続人が
農地中間管理機構に農地を貸し付け、その農地が機構から受け手に転貸された
場合、貸付面積に応じて交付されます。

年度 新規集積農地 新規集積農地以外
平成 28・29年度 10,000 円／10a 5,000 円／10a

耕作者集積協力金／機構が借り受けた農地もしくは、公表された借受希望者
（受け手）の経営農地に隣接する農地、または２筆以上の隣接する農地を機構へ
貸し付け、その農地が機構から受け手に転貸された場合、その農地を耕作して
いた農業者に交付されます。

赤れんが郷土館

Ｂ
リ
ー
グ
開
幕
直
前
の
熱
戦

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

２
０
１
６
―
１
７

シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を

観
戦
！

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ

リ
ー
グ
１
部
参
入
の
秋
田
ノ
ー

ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
プ
レ
シ
ー

ズ
ン
ゲ
ー
ム
が
、
元
Ｎ
Ｂ
Ｌ
チ

ー
ム「
シ
ー
ホ
ー
ス
三
河
」を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
４
日（
日
）

 
午
後
２
時
試
合
開
始

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
県
内
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※
詳
細
は
、
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://northern-

happinets.com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

内
線
３
４
４

身
体
障
が
い
者（
聴
覚
）

巡
回
相
談

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

補
聴
器
購
入
・
修
理
申
請
、身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
申
請
に
必

要
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日（
水
）午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
中
央
公
民
館

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２

秋
田
市
内
の

文
化
財
を
巡
り
ま
す

第
３
回
文
化
財
を
巡
る
旅

　

秋
田
市
金
足
黒
川
三
浦
館
、

史
蹟
秋
田
城
跡
、
秋
田
城
址
歴

史
資
料
館
、
赤
れ
ん
が
郷
土
館

な
ど
の
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。

◆
期
日
／
９
月
７
日（
水
）

◆
時
間
／
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時（
午
前
８
時
30
分
集
合
）

◆
集
合
場
所
／

 

大
曲
市
民
会
館
駐
車
場（
大
曲

交
流
セ
ン
タ
ー
南
側
）

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
１
５
０
０
円

※
昼
食
代
は
各
自
負
担

◆
申
込
期
限
／
８
月
25
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
曲
文
化
財
保
護
協
会

 

大
友
さ
ん

 

☎
０
９
０（
１
４
９
３
）５
２
２
９

【
申
し
込
み
】

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
９

大
仙
市
障
が
い
者
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

◆
日
時
／
９
月
８
日（
木
）

 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

◆
会
場
／
中
川
原
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
場（
神
岡
）

※
雨
天
の
場
合
は
嶽
ド
ー
ム
で
開
催

◆
参
加
費
／
８
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

◆
申
込
期
限
／
８
月
22
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２

4

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

８月は、市県民税（普
通徴収）２期、国民健
康保険税２期、後期
高齢者医療保険料２
期の納付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

８月31日（水）

Tax Info.



循
環
バ
ス
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
、期
間
運
休

　

夏
ま
つ
り
大
曲
と
花
火
ウ
ィ

ー
ク
開
催
の
た
め
、
次
の
と
お

り
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
一
部

変
更
し
ま
す
。ま
た
、
第
90
回
全

国
花
火
競
技
大
会
の
交
通
規
制

の
た
め
、
前
日
の
８
月
26
日
は

一
部
、
当
日
の
27
日
は
全
便
運

休
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ル
ー
ト
一
部
変
更
】

 
 

期
日
／

 

８
月
21
日（
日
）・26
日（
金
）

停
車
し
な
い
停
留
所

○
つ
つ
ど
ん
ル
ー
ト

 

No
③
花
火
通
り
入
口

 

No
④
花
火
通
り
ペ
ア
ー
レ
前

 

No
⑤
花
火
通
り
橋
上
公
園
前

 

No
⑥
産
業
展
示
館

※
は
な
ち
ゃ
ん
ル
ー
ト
は
変
更
な
し

 

最
寄
り
の
停
留
所

○
つ
つ
ど
ん
ル
ー
ト

 

No
②
大
曲
駅

 

No
⑦
浜
町
交
差
点

○
は
な
ち
ゃ
ん
ル
ー
ト

 

No
㉓
丸
の
内

【
運
休
】

　

８
月
26
日（
金
）／
午
後
２
時

50
分
発
便
か
ら
最
終
便
ま
で

　

８
月
27
日（
土
）／

 

両
ル
ー
ト
全
便

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ま
ち
づ
く
り
課 

内
線
２
２
５

南
外
地
域
市
長
面
会
日

　

市
政
に
対
す
る
意
見
や
提
案

な
ど
を
市
長
が
直
接
お
聞
き
し

ま
す
。面
会
を
希
望
す
る
方
は
、

希
望
時
間
と
意
見
や
提
案
内
容

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
民
事
に
関
わ
る
も
の
や
宗
教
上
・

思
想
上
の
問
題
を
除
く

◆
期
日
／
９
月
20
日（
火
）

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
、
午
前

10
時
40
分
〜
、
午
前
11
時
20

分
〜
（
全
３
回
）

◆
会
場
／
南
外
庁
舎

◆
定
員
／
３
人（
組
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
８
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

南
外
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

臨時職員募集

DAISEN City Public Relations 2016.8 お知らせ版

EventInfomationHealthSafetyClass

▲▲ ▲

Wanted

▲

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

勤
務
す
る
放
課
後
児
童

支
援
員
を
募
集

　

大
曲
地
域
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
等
の
詳
細
は
、
個
別
に
連

絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
教
育
職
員
免
許

状
、保
育
士
資
格
、児
童
厚
生

指
導
員
資
格
の
い
ず
れ
か
を

取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

採
用
後
に
児
童
厚
生
指
導
員

資
格
を
取
得
で
き
る
方

◆
勤
務
日
時
／
月
曜
か
ら
土
曜

日
の
午
後
１
時
〜
７
時

※
学
校
休
業
日
は
午
前
７
時
〜
午
後

１
時
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
時
給
／
７
９
０
円

◆
勤
務
場
所
／
大
曲
地
域
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
提
出（
郵
送
可
）

※
資
格
の
あ
る
方
は
、証
明
す
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
８
月
23
日（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
、必
着

◆
採
用
予
定
／
９
月
１
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 
子
ど
も
支
援
課 

内
線
１
２
９

大仙美郷クリーンセンターで
爆発事故が発生しました
スプレー缶・カセットボンベは
分別して出してください

　大仙美郷クリーンセンターで、燃やせない
ごみの破砕作業中に小規模な爆発事故が発生
しました。燃やせないごみにスプレー缶やカ
セットボンベなどの引火しやすいものが混入
していたことが原因と思われます。
　ごみカレンダーと一緒に配布している「正
しいごみの分け方・出し方」を確認し、正しく分
別してください。

特に気を付けてほしいごみ出しマナー
○スプレー缶やカセットボンベは、中身を使
い切り「びん・缶」の日に出してください。
○ライターは、中身を使い切り透明なビニー
ル袋に入れて、集積所番号または町内名と
氏名と記入し、燃やせないごみの日に出し
てください。
○大仙美郷クリーンセンターに直接ごみを搬
入する際も「正しいごみの分け方・出し方」
を確認の上、分別して搬入してください。

【問い合わせ】
 環境交通安全課 内線218・237
 各支所市民サービス課

食
べ
き
り
で
ス
ッ
キ
リ

食
品
類
の

ご
み
の
減
量
化
を
！

　

食
べ
残
し
や
賞
味
期
限
切
れ

の
食
品
な
ど
食
品
関
連
の
廃
棄

物
、
い
わ
ゆ
る「
食
品
ロ
ス
」。国

の
推
計
で
は
年
間
約
６
４
２
万

㌧
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

日
本
の
米
生
産
量
約
８
０
０
万

㌧
と
比
較
す
る
と
約
８
割
に
相

当
す
る
量
で
す
。

　

各
家
庭
で
次
の
こ
と
を
心
掛

け
、
ご
み
の
減
量
化（
食
品
ロ
ス

削
減
）
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
料
理
は
、
食
べ
き
れ
る
量
を

作
る

○
外
食
の
際
は
、
食
べ
き
れ
る

量
を
注
文
す
る

○
買
い
物
の
際
は
、
家
の
在
庫

を
確
認
し
、
必
要
な
分
だ
け

購
入
す
る

　

仲
間
同
士
や
職
場
の
懇
親
会

な
ど
で
も
「
食
べ
き
れ
る
量
を

注
文
す
る
」こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

開
会
後
30
分
は
自
分
の
席
で
料

理
を
楽
し
む
な
ど
し
て
食
べ
残

し
を
な
く
し
、
食
品
ロ
ス
削
減

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
１
８
・２
３
７
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保険料の納付と免除等
　平成28年度の月々の保険料は16,260円です。毎月の保険料は、翌月末日までに納付していただきま
す。保険料の納付は、納付書による金融機関およびコンビニエンスストアでの現金納付や、口座振替、
クレジットカードを利用する方法があります。原則として年金事務所や市役所で保険料を納付すること
はできませんのでご注意ください。なお、口座振替、クレジットカード払いは事前の申し込みが必要で
す。前納による割引制度もありますので、ご希望の方は申し出ください。
　所得が少ない、失業などの理由で保険料を納めることが困難な場合は、免除制度を利用できます。
（申請者、配偶者、世帯主の方の所得要件があります）学生の方は、学生納付特例制度を利用できま
す。
※平成26年4月から、過去2年（2年1カ月前）までさかのぼって免除申請ができるようになりました。
　（学生納付特例も同様です）
※離職（退職、失業）による特例
　所得審査の対象となる方の中に離職した人がいる場合、その人の所得を除外して審査が行われます。
　（雇用保険被保険者離職票等が必要になります）

1．「国民年金被保険者資格取得届書」を提出してください。
・20歳の誕生月の前月に日本年金機構から送付される「国民年金被保険者資格取得届書」に必要事
　項を明記し、市役所、または大曲年金事務所に提出してください。
・保険料の納付猶予制度や学生納付特例制度の申請書を同時に提出することもできます。
　（学生納付特例制度の申請をする場合は、学生であることの証明が必要です。不明な点は、市役所、
　　または最寄りの年金事務所にお問い合わせください）

2．「年金手帳」が届きます。
・保険料納付の確認や将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
　（厚生年金保険の被保険者だった方、共済組合に加入していた方、障害・遺族年金を受給している
　　方（していた方）には送付しません。）

3．「国民年金保険料納付書」が届きます。
保険料の納付については「保険料の納付と免除等」をご覧ください。

　20歳になれば、一部の方 （々※1）を除き、国民年金第1号の加入手続きが必要です。手続き
は市役所、または大曲年金事務所（※2）で行います。また、国民年金第1号被保険者は毎月、保
険料を納めることが必要です。保険料を納めることが難しいときは、納付猶予制度などがあり
ます。
（※1）厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその加入者に扶養されている配偶者
（※2）大仙市以外に住所のある方は、お住まいの市（区）役所、町村役場または年金事務所で行います。

20歳になったら国民年金
国民年金制度とは

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
し

ま
す
。現
役
時
代
に
保
険
科
を

納
め
る
こ
と
で
、将
来
、自
分
自

身
の
年
金
を
生
涯
に
わ
た
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
が
、現
在
年
金
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。

１
．「
老
齢
基
礎
年
金
」 

老
後
を
支
え
ま
す
。

２
．「
障
害
基
礎
年
金
」 

病
気
や
け
が
で
障
が
い
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す
。

３
．「
遺
族
基
礎
年
金
」

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、子
の
あ
る
配
偶
者・子

を
支
え
ま
す
。

社
会
全
体
で
支
え
合
う

公
的
な
制
度

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

三
つ
の
基
礎
年
金

国民年金加入手続きと、その後の流れ

納付と免除（納付猶予・学生納付特例）の違い

保険料
（平成28年度）

老齢・障害・
遺族基礎年金の
受給資格期間

老齢基礎年金の
受給額

納付（追納）が
可能な期間

納　　付
一　部　納　付

3／4納付 半額納付 １／4納付
全額免除 学生納付特例

納付猶予

16，260円    12，200円      8，130円      4，070円 ０円 ０円

◯
入ります

◯
全額計算
されます

◯
7/8で計算
されます（注）

◯
6/8で計算
されます（注）

◯
5/8で計算
されます（注）

◯
1/2で計算
されます（注）

×
入りません

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

10年以内であれば後から納付（追納）し、老齢基礎年金の受給額を満額
に近づけることができます。
　※免除承認を受けた期間の翌年度から起算し、3年度目以降に追納する場合は、経過期間に応
　じた加算額が上乗せされます。

　未加入の期間・未納期間・免除期間・学生納付特例期間・納付猶予期間などがあるため、満額の
年金を受給できない方は、次の方法で年金額を増額することができます。
○  未納期間の保険料を納付（後納）する
過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより平成27年10月から
平成30年9月までの3年間に限り、国民年金保険料を納めることができます。
＊年金制度が改正され、後納制度を利用できる期間が過去10年から5年に変わりました。

○  免除・猶予等の期間の保険料を納付する（追納）する
免除・猶予期間のうち10年以内であれば、追納申し込みをすると古い期間から納付できます。
納付金額は、免除・猶予期間の翌年から起算して2年度目までは、当時の保険料と同額で、3年
度目以降は当時の保険料に一定金額が加算されます。

○  60歳になってから任意加入する
保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳になるまでの間に任意加
入して保険料を納めることで、満額に近づけることができます。

国民年金保険料の免除期間や納め忘れのある方に

※［一部免除承認の方］一部保険料を納付しなければ、その期間は未納と同じ扱いになります。忘れずに納付してく
　ださい。
　（注）平成21年3月以前の免除承認期間については、老齢基礎年金の受給額の計算方法が異なります。

詳しくは問い合わせください
◉市役所市民課

年金班 ☎0187-63-1111 内線143・147
◉大曲年金事務所

国民年金課（加入手続き、保険料納付）
お客様相談室（年金請求手続き、年金相談）☎0187-63-2296｝

（または各支所市民サービス課）
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保険料の納付と免除等
　平成28年度の月々の保険料は16,260円です。毎月の保険料は、翌月末日までに納付していただきま
す。保険料の納付は、納付書による金融機関およびコンビニエンスストアでの現金納付や、口座振替、
クレジットカードを利用する方法があります。原則として年金事務所や市役所で保険料を納付すること
はできませんのでご注意ください。なお、口座振替、クレジットカード払いは事前の申し込みが必要で
す。前納による割引制度もありますので、ご希望の方は申し出ください。
　所得が少ない、失業などの理由で保険料を納めることが困難な場合は、免除制度を利用できます。
（申請者、配偶者、世帯主の方の所得要件があります）学生の方は、学生納付特例制度を利用できま
す。
※平成26年4月から、過去2年（2年1カ月前）までさかのぼって免除申請ができるようになりました。
　（学生納付特例も同様です）
※離職（退職、失業）による特例
　所得審査の対象となる方の中に離職した人がいる場合、その人の所得を除外して審査が行われます。
　（雇用保険被保険者離職票等が必要になります）

1．「国民年金被保険者資格取得届書」を提出してください。
・20歳の誕生月の前月に日本年金機構から送付される「国民年金被保険者資格取得届書」に必要事
　項を明記し、市役所、または大曲年金事務所に提出してください。
・保険料の納付猶予制度や学生納付特例制度の申請書を同時に提出することもできます。
　（学生納付特例制度の申請をする場合は、学生であることの証明が必要です。不明な点は、市役所、
　　または最寄りの年金事務所にお問い合わせください）

2．「年金手帳」が届きます。
・保険料納付の確認や将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
　（厚生年金保険の被保険者だった方、共済組合に加入していた方、障害・遺族年金を受給している
　　方（していた方）には送付しません。）

3．「国民年金保険料納付書」が届きます。
保険料の納付については「保険料の納付と免除等」をご覧ください。

　20歳になれば、一部の方 （々※1）を除き、国民年金第1号の加入手続きが必要です。手続き
は市役所、または大曲年金事務所（※2）で行います。また、国民年金第1号被保険者は毎月、保
険料を納めることが必要です。保険料を納めることが難しいときは、納付猶予制度などがあり
ます。
（※1）厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその加入者に扶養されている配偶者
（※2）大仙市以外に住所のある方は、お住まいの市（区）役所、町村役場または年金事務所で行います。

20歳になったら国民年金
国民年金制度とは

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
し

ま
す
。現
役
時
代
に
保
険
科
を

納
め
る
こ
と
で
、将
来
、自
分
自

身
の
年
金
を
生
涯
に
わ
た
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
が
、現
在
年
金
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。

１
．「
老
齢
基
礎
年
金
」 

老
後
を
支
え
ま
す
。

２
．「
障
害
基
礎
年
金
」 

病
気
や
け
が
で
障
が
い
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す
。

３
．「
遺
族
基
礎
年
金
」

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、子
の
あ
る
配
偶
者・子

を
支
え
ま
す
。

社
会
全
体
で
支
え
合
う

公
的
な
制
度

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

三
つ
の
基
礎
年
金

国民年金加入手続きと、その後の流れ

納付と免除（納付猶予・学生納付特例）の違い

保険料
（平成28年度）

老齢・障害・
遺族基礎年金の
受給資格期間

老齢基礎年金の
受給額

納付（追納）が
可能な期間

納　　付
一　部　納　付

3／4納付 半額納付 １／4納付
全額免除 学生納付特例

納付猶予

16，260円    12，200円      8，130円      4，070円 ０円 ０円

◯
入ります

◯
全額計算
されます

◯
7/8で計算
されます（注）

◯
6/8で計算
されます（注）

◯
5/8で計算
されます（注）

◯
1/2で計算
されます（注）

×
入りません

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

◯
入ります

10年以内であれば後から納付（追納）し、老齢基礎年金の受給額を満額
に近づけることができます。
　※免除承認を受けた期間の翌年度から起算し、3年度目以降に追納する場合は、経過期間に応
　じた加算額が上乗せされます。

　未加入の期間・未納期間・免除期間・学生納付特例期間・納付猶予期間などがあるため、満額の
年金を受給できない方は、次の方法で年金額を増額することができます。
○  未納期間の保険料を納付（後納）する
過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより平成27年10月から
平成30年9月までの3年間に限り、国民年金保険料を納めることができます。
＊年金制度が改正され、後納制度を利用できる期間が過去10年から5年に変わりました。

○  免除・猶予等の期間の保険料を納付する（追納）する
免除・猶予期間のうち10年以内であれば、追納申し込みをすると古い期間から納付できます。
納付金額は、免除・猶予期間の翌年から起算して2年度目までは、当時の保険料と同額で、3年
度目以降は当時の保険料に一定金額が加算されます。

○  60歳になってから任意加入する
保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳になるまでの間に任意加
入して保険料を納めることで、満額に近づけることができます。

国民年金保険料の免除期間や納め忘れのある方に

※［一部免除承認の方］一部保険料を納付しなければ、その期間は未納と同じ扱いになります。忘れずに納付してく
　ださい。
　（注）平成21年3月以前の免除承認期間については、老齢基礎年金の受給額の計算方法が異なります。

詳しくは問い合わせください
◉市役所市民課

年金班 ☎0187-63-1111 内線143・147
◉大曲年金事務所

国民年金課（加入手続き、保険料納付）
お客様相談室（年金請求手続き、年金相談）☎0187-63-2296｝

（または各支所市民サービス課）
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市のコミュニティFMに関する話題を毎月お届けします

【問い合わせ】FMはなび事務所 ☎0187-88-8246

▶周波数は87.3MHz！地域の情報盛りだくさんの「FMはなび」を聴こう

開局１周年
オープンな放送局、番組づくりを

市
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
な
ど
大
仙
市
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本

的
な
約
束
事
を
定
め
た
「
だ
い
せ

ん
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」。今
回

は
、
第
６
章「
市
政
運
営
」を
説
明

し
ま
す
。

　

第
６
章
は
「
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
上
で
必

要
な
行
政
の
役
割
を
定
め
て
い
ま

す
。「
計
画
的
な
市
政
運
営
」「
健

全
な
財
政
運
営
」「
行
財
政
改
革
」、

「
危
機
管
理
」「
説
明
責
任
及
び
公

表
」、「
審
議
会
等
」「
行
政
評
価
」、

「
男
女
共
同
参
画
」「
国
・
県
・
他
の

自
治
体
と
の
連
携
」「
市
民
交
流
」

そ
し
て「
国
際
交
流
」の
11
の
条
文

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
自
治

基
本
条
例
）」
は
全
国
の
多
く
の
自

治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
仙
市
の
条
例
で
は
「
雪
へ
の
対

応（
危
機
管
理
）」、「
男
女
共
同
参
画
」、

「
国
際
交
流
」
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

（
危
機
管
理
）

第
18
条　
市
は
、市
民
の
生
命
、財

産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
し
ま
す
。

２　
市
民
は
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
、災
害
等
の
発
生
時
に
は
、

相
互
に
支
え
合
い
ま
す
。

３　
市
は
、
市
民
が
冬
期
間
に
お

い
て
も
安
全
・
安
心
に
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
協

働
で
雪
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　
市
は
、
災
害
等
の
不
測
の
事

態
に
備
え
て
、国
、県
、他
の
自
治

体
、
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協

力
に
よ
り
、総
合
的
、か
つ
、機
動

的
な
危
機
管
理
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

（
男
女
共
同
参
画
）

第
22
条　
市
及
び
市
民
は
、
男
女

が
様
々
な
分
野
に
お
い
て
共
に
参

画
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
互
い
の
個
性
を
活
か
し
た
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

（
国
際
交
流
）

第
25
条　
市
及
び
市
民
は
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
国

際
的
な
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
積
極
的
に
国
際
交
流

を
促
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

シリーズ［第10回］

自 例条本基治
つ るなみ ん で く

だいせんまちづくり基本条例の第６章を解説

市政の運営
【問い合わせ】 総合政策課 ☎0187-63-1111 内線277

　地域の情報を地域の言葉でお届け
するFMはなびは８月８日で開局か
ら１周年を迎えました。これまでFM
はなび通信で紹介してきた「モーニ
ングだいせん」や「ハッピーアワー」、
また日替わりパーソナリティによる
「花咲きレディオ」をはじめとした各
番組で市民の皆さんの日々の暮らし
に寄り添い、地域情報の発信源とし
て身近な存在を目指すFMはなび。開
局から１年の感想を、FMはなびを代
表して放送局長の藤沢さんに伺いま
した。
藤沢康雄さん（写真・大曲）の話／「開
局当初は初めてのことばかりでした
が、とりあえず夢中で走ってきたあ

っという間の１年間でした。また開
局前から多くの方に関わっていた
だきましたが、開局後も、たくさんの
方々に番組に出演していただき、リ
スナーの方からも励ましやご意
見をいただきました。開局から
１年経過し、さまざまな形で市
民の皆さんに関わっていただ
いて放送することが
できています。本当に
ありがとうございま
す。これからもたくさん
の方に関わっていただ
けるようオープンな放送
局、番組づくりを目指してス
タッフ全員で頑張ります。」
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広報見聞録

　（一社）秋田県電業協会（川井隆治会長）による清掃奉仕
活動が７月26日、大曲浜町・大町周辺の市道で行われま
した。
　県内の電気工事業者などで組織する同協会では、中
央・県南の２区域で道路清掃などの奉仕活動を毎年実
施。県南地区では大仙市・横手市・湯沢市の３市を持ち
回りで行っています。
　活動には、県南地区に事業所を置く15業者25人が参
加。歩道に落ちているゴミの回収や、歩行の妨げにな
る雑草の除草を行いました。

秋田県電業協会清掃奉仕活動
みんなの道路をより美しく

およそ２時間をかけて丁寧に清掃作業を行った参加者

大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に

は
、地
域
の
過
去
４
０
０

年
余
り
の
人
々
の
歴
史
が
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
生
活
の
中

で
、
歴
史
や
伝
統
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。「
こ
こ
は
歴

史
の
あ
る
お
店
だ
」「
こ
の
チ

ー
ム
に
は
伝
統
が
あ
る
」な
ど
、

何
気
な
い
会
話
の
中
に
も
「
歴

史
」が
登
場
し
ま
す
。

　

で
は
、
わ
た
し
た
ち
が
暮
ら

す
地
域
の
歴
史
を
考
え
た
と

き
、
何
を
ど
の
よ
う
に
調
べ
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
図
書
館
で
地
域
の

歴
史
が
記
さ
れ
た
本
を
閲
覧
す

る
の
が
近
道
で
す
。し
か
し
、本

は
執
筆
者
が
歴
史
資
料
を
基
に

著
述
し
た
も
の
で
、
そ
の
執
筆

者
の
歴
史
資
料
に
対
す
る
理
解

や
解
釈
が
ど
う
し
て
も
反
映
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
で
は
、
生
の
歴
史
資
料
に

触
れ
、
自
分
の
理
解
や
解
釈
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
と
対
話
す
る

　

明
治
・
大
正
期
の
大

沢
郷
村
（
現
在
の
西
仙
北
地

域
）
の
村
長
、
齋
藤
正
幸

は
、
国
に
は
系
統
立
て
て

編
さ
ん
さ
れ
た
歴
史
が

あ
る
の
に
、
市
町
村
に
は
歴
史

が
な
い
こ
と
を
憂
い
、
村
の
政

治
や
風
俗
を
行
政
日
誌
に
記

し
、
後
の
村
史
編
さ
ん
に
役
立

て
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

今
、
齋
藤
の
思
い
は
、
簿
冊

３
千
点
に
及
ぶ
大
沢
郷
村
行
政

文
書
群
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。中
で
も
大
正
３
年
に
発
生

し
た
強
首
地
震
に
関
す
る
「
震

災
事
務
簿
」に
は
、発
生
直
後
の

状
況
と
復
興
に
向
か
う
過
程

が
、
当
時
の
村
役
場
職
員
た
ち

の
手
で
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。強
首
地
震
は
、「
大
沢
郷
村

震
災
誌
」「
仙
北
郡
大
震
災
写

真
帳
」
な
ど
の
図
書
で
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

こ
の「
震
災
事
務
簿
」な
ど
の
歴

史
資
料
を
基
に
執
筆
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で

は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
、歴
史
資

料
を
直
接
手
に
取
っ
て
、 「
歴

史
と
対
話
」
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歴史との対話を求めて
【問い合わせ】 公文書館設置準備室 ☎0187-63- 3003

↑ 大沢郷村の職員が残
した強首地震の記録
「震災事務簿」

【連載】 No.

5

　全農畜産サービス株式会社（種田貴至代表取締役社長）
が建設を計画している秋田大仙SPF豚センターの起工
式が７月27日、南外地域大畑地区の南外スキー場跡地
で行われ、市や地元自治会の関係者など約50人が出席
しました。
　SPF豚は、豚赤痢やマイコプラズマ肺炎などの特定
病原体をもたない豚のこと。計画では約８㌶の種豚場
用地に豚舎７棟を建設することとしており、総工事費
は約20億円の見込みです。市は、雇用の確保や資源循
環の観点から、地域の将来見通しを踏まえ、計画策定
の段階から協力してきました。
　式典では栗林市長があいさつ。「最新の環境設備を
導入し、堆肥生産も可能な同施設は、日本の畜産振興
に寄与できる」と述べ、期待を寄せました。

秋田大仙SPF豚センター起工式
畜産振興に期待

秋田大仙SPF豚センターが建設される南外スキー場跡地
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お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

講
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南外バレーボール大会
参加チーム募集
◆�対象／南外地域在住の中学生以
上の方のチーム（南外地域在勤の
方でも可）
◆日時／９月11日（日）午前９時〜
◆会場／南外体育館
◆�参加費／【６人制の部（混合）】１チ
ーム3,000円【８人制の部】・【ソフ
トバレーボールの部】各１チーム
2,000円
◆申込期限／８月29日（月）
【問い合わせ・申し込み】
	 南外バレーボール協会事務局
	 佐藤さん ☎090-1490-1486

ジュニアテニス教室
参加者募集
◆対象／市内の小学１〜６年生
◆�期間／９月３日（土）から10月29
日（土）までの毎週土曜日
◆時間／午前10時〜正午
◆会場／中央公園テニスコート

（大曲川原町）
◆参加費／１回400円（保険料など）
※割引回数券もあります。
◆�持参するもの／運動靴、飲料水、
帽子

※ラケット貸し出し可
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市テニス協会 髙島さん
	 ☎090-1495-4778

学ぶ楽しさ味わおう
ペアーレ大仙歴史探訪特別講座
　宮城県の多賀城や奥松島縄文村
などの史跡を元秋田県埋蔵文化財
センター所長の大野憲司さんと一
緒に巡りませんか。
◆�期日／10月22日（土）・23日（日）
の１泊２日
◆定員／25人
◆�参加費／25,000円程度（交通費、宿
泊代、受講料など）
◆申込期限／８月26日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

大曲支援学校中学部美術展
ハートフルあーと2016
◆期間／８月31日（水）から

９月13日（火）まで
◆時間／午前10時〜午後７時
※最終日は午後４時まで
◆会場／画廊・喫茶ブランカ

（大曲中通町3-16）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 大曲支援学校中学部
	 ☎0187-68-4123

感性豊かな作品をご覧ください
産業展示館８月の展示
○ザ・クロッカス展

（高橋・中嶋のキルト展）
　期間／８月21日（日）まで
○大曲紙絵サークル紙彩展
　�期間／８月24日（水）から

９月11日（日）まで
◆時間／午前９時〜午後４時
◆会場／産業展示館
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 勤労青少年ホーム ☎0187-62-1312

大仙・美郷連合会バレーボール大会
参加チーム募集
◆�期間／10月４日（火）から11日
（火）まで（月・土・日を除く）
◆時間／午後６時30分〜９時
◆会場／大曲体育館
◆�参加費／【９人制（混合）】１チー
ム6,000円
◆申込期限／８月31日（水）
【問い合わせ・申し込み】
	 大会事務局 竹内さん
	 ☎090-2604-1510

あなたに届け、この思い
第９回クリスタルコンサート
　コーラスのほかモダンダンスや
フラダンスなど多彩なステージを
お楽しみください。
◆�日時／８月20日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

◆会場／大曲市民会館・大ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 伊藤さん ☎090-8924-0515

あなたも花火玉に変身
「花火尺玉で大記念撮影2016」
　実物とほぼ同じ大きさの２尺、
３尺の花火玉の着ぐるみを着て記
念撮影しませんか。
◆�日時／８月27日（土）午前11時ご
ろ〜午後４時30分ごろ

◆会場／ペアーレ大仙前
◆参加費／無料
【問い合わせ】
	 西村さん ☎090-6240-9212

いつまでもいきいきと
介護予防体操教室
　大花都市再生住宅内「まるこの広
場」で月曜日に開催していた介護予
防体操を会場を変更して開催します。
◆�日時／毎週火曜日の午前10時〜
11時30分

◆会場／ひだまり児童館
◆参加費／無料
【問い合わせ】
	 山崎さん ☎090-1618-6348 ふるさとの歴史再発見

「大曲まち歩き」しませんか
　地名の由来になった場所や史跡
などを巡り歩きながら、大曲のま
ちなか散策を楽しみませんか。
◆日時／８月28日（日）

午前10時〜11時30分
◆集合場所／丸子橋のたもと北側

（大曲駅側）
◆参加費／無料
【問い合わせ】
	 大曲史談会事務局
	 播摩さん ☎0187-62-2603
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　リオデジャネイロオリンピック男子マラソンのテ
レビ中継を上映します。競技に出場する佐々木悟さん
の活躍をみんなで応援しませんか。
◆ 期日／８月21日（日）
◆ 時間／【開場】午後８時30分～【開会セレモニー】
午後９時～【競技中継】午後９時30分～
◆会場／大曲市民会館・小ホール

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料法律相談
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆�日時／９月８日（木）午前10時〜
午後３時
◆�定員／８人（相談は１人30分程度。
同じ相談内容は１人１回まで）
◆相談員／草薙秀樹さん（弁護士）
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市社会福祉協議会本所
	 ☎0187-63-0277

秋田の最新農業に触れる
秋田県農業試験場参観デー2016
◆期日／９月２日（金）・３日（土）
◆時間／午前９時〜午後３時
◆会場／県農業試験場

（秋田市雄和相川源八沢34-1）
◆�内容／農業技術セミナー（午前10
時〜正午）や農産物・加工品の販売
など

【問い合わせ】
	 県農業試験場 ☎018-881-3312

９月はこの地域です
電気設備定期調査
◆�対象／【大曲】追分、月山、石堂【協
和】合貝、一ノ渡、上荒川【中仙】
蓬田、新紫嶋、新山、下鶯野石持

【問い合わせ】
	 東北電気保安協会大曲事業所
	 ☎0187-63-4940

悩みを語り合いませんか
うつコミュニティ秋田 県南支部
　うつ病の患者同士で自身の経験
や悩みなどを語り合いませんか。
参加を希望する方は直接会場にお
越しください。
◆日時／８月21日（日）

午後２時〜４時
◆�会場／大曲交流センター
◆参加費／300円
【問い合わせ】
	 うつコミュニティ秋田 県南支部
	 佐藤さん ☎090-7669-1966

たくさんの応募をお待ちしています
子育て応援アート展作品募集
◆応募資格／15歳以上の方
◆�応募内容／写真部門、手作りお
もちゃ部門

※１人１作品
◆応募期限／９月30日（金）
○子育て応援アート展
　期間／10月28日（金）から

11月６日（日）まで
　�会場／市民活動交流拠点センター

（Anbee大曲２階）
【問い合わせ・申し込み】
	 子ども・子育て支援推進
	 仙北地区協議会（大仙保健所内）
	 ☎0187-63-3403

18歳以上の方対象
ひきこもりに関する巡回相談会
◆�対象／18歳以上の方でひきこも
り状態にある方、またはその家
族の方
◆�日時／９月２日（金）午前10時〜
午後３時30分
◆会場／大仙保健所
◆定員／４人（相談は１人60分程度。）
◆申込期限／８月25日（木）
◆利用料／無料
【問い合わせ・申し込み】
	 秋田県ひきこもり相談支援
	 センター ☎018-831-2525

楽しく学ぼう防災知識
防災学習館まつり
◆日時／９月４日（日）

午前10時〜午後３時
◆会場／秋田県防災学習館
（由利本荘市岩城内道川字築館1-1）

◆�内容／クイズラリーのほか、スギ
ッチや消防車との記念撮影など

【問い合わせ】
	 秋田防災学習館 ☎0184-73-3005

火気を扱う露店・屋台の方へ
届け出と消火器の準備を忘れずに
　全国花火競技大会に出店する露
店・屋台で、火災の恐れがある器具
を取り扱う場合は、消防署への事
前の届け出と消火器の準備を忘れ
ずに行ってください。大会当日、事
前の届け出を基に消火器の準備状
況を確認します。
※�詳細は、だいせん日和８月号の21㌻ま
たは大曲仙北広域市町村圏組合ホー
ムページ（http://www.os-kouiki.org/）をご覧
いただくか問い合わせください。

【問い合わせ】
	 大曲仙北広域市町村圏組合消防
	 本部予防課 ☎0187-63-0316

【訂正とおわび】
すでに配布された第90回全国花火競技大会交通規制図の一部に誤りがありました。次のとおり訂正しお詫びします。
旧国道13号の西側（規制図中ピンクに塗られている箇所）の規制時間【誤】26日（金）20：00～▶【正】26日（金）15：00～

【問い合わせ】 南外公民館 ☎0187-74-2130
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※ 18日は、昼休憩のため担当者が不在となる時間が
あります。ご了承ください。

【問い合わせ】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

西部 ☎0187-75-0476
東部 ☎0187-56-7211

あなたの献血で助かる
いのちがあります

９月の献血日程

歯 

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前
に電話で確認してください。

8月16日火  〜 31日水

24 水

18 木

19 金

木25

大仙市の行事予定 ９月農業科学館
イベント情報

水31

23 火

20 土

168／ 火 南外盆踊り
■午後３時～■南外庁舎前

第32回ドンパン祭り
■午後２時～８時 30 分■ドンパン広場

角間川盆踊り
■午後７時 30 分～９時■角間川本通り

金26 旧池田氏庭園夏季一般公開（～28日）
■午前９時～午後３時30分（最終受け付け）
■旧池田氏庭園（320円）※高校生以下無料▶P.２

大曲の花火ウィーク2016
■丸子橋特設会場・花火通り商店街各所

協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館淀川分館
　　　　　　　　■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）月22

土27 第90回全国花火競技大会
■【昼花火の部】午後５時 30分～【夜花火の部】午後６時 50分～

月29
平成 27年第３回大仙市議会定例会（第１日）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）火30

28 日 歯  さとうデンタルクリニック（仙北市）☎ 0187-55-4222

【問い合わせ】
 県立農業科学館 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時30分～
午後４時30分

特
別
展

【バラフェスタ“秋を彩る”】
期間／９月17日（土）から

10月10日（月）まで

企
画
展

【仙北おしば美術展】
期間／９月13日（火）から

19日（月・祝）まで
【全日本写真連盟大曲支部展「冬」】
期間／９月22日（木）から

10月５日（水）まで
【春蘭・葉変わり柄物展】
期間／９月23日（金）から

25日（日）まで

水17
国宝「線刻千手観音等鏡像」年に一度のご開帳
■午後２時～３時■水神社（中仙地域豊川）
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
                           ■中仙農村環境改善センター

日21
リオデジャネイロオリンピック男子マラソン
パブリックビューイング
■午後８時30分～■大曲市民会館・小ホール▶P.11
歯  角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536

大曲の花火ウィーク2016
■丸子橋特設会場・花火通り商店街各所

夏まつり大曲2016
■午前11時～午後９時■花火通り商店街
大仙市移住・定住市民フォーラム※申込者のみ
■午後２時～４時 30 分■グランドパレス川端

期日 時間 会場

【東部】
７日
（水）
全血

9:30～
10:30 日邦工業（株）秋田工場

11:20～
12:10

東京端一株式会社
秋田事業所

13:30～
14:30

（株）タニタハウジングウ
エア秋田工場

15:20～
16:10 株式会社タニタ秋田

【中央】
15日
（木）
全血

10:00～
11:30 大曲農業高校

13:00～
16:00 大曲高校

【中央】
18日
（日）
全血

10:00～
16:00 イオンモール大曲

【西部】
30日
（金）
全血

9:30～
10:30 市役所協和庁舎

12:00～
13:00 東電化工業株式会社

13:30～
15:00 協和病院・サングレイス

15:30～
16:30

秋田県立
リハビリテーション・
精神医療センター
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